
現地セミナーの再延期について（お詫び）
昨年１０月に実施予定だった「現地セミナー2019」が超大型の台風１９号接近のため延期となっ

たことから、今月２１日～２２日の開催を目指して準備を進めておりましたが、新型コロナウィルス感

染の急激かつ深刻な拡大をうけ、再延期せざるを得ない状況となってしまいました。

２月下旬時点での政府の要請が、「今後１～２週間程度の集会等の自粛」との内容でしたので、「３

月下旬であれば開催可能」という判断のもと、チラシを作成・配布いたしましたが、３月６日の役

員会で検討した結果、「再延期やむなし」との結論に至りました。既に申し込みをいただいていた

皆様には大変申し訳ありません。

今セミナーは、八郎太郎伝説の魅力、再発見」と題して、従来とは違った視点から八郎潟・八

郎湖を考える貴重な場となるはずだっただけに、日程を調整のうえ、後日ぜひ開催したいと考えて

おりますので、ご理解のほど、よろしくお願い申し上げます。

～潟の歴史を未来につなぐ～
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写真提供：杉山秀樹氏（2019年 11月 8日撮影）
ワカサギ漁の様子

網に入ったワカサギ

「合評会」を開催しました
昨年５月に本会の叢書第一弾として出版され

た杉山秀樹著「八郎潟・八郎湖の魚～干拓か

ら６０年、何が起きたのか～」について、１月８

日に追分「はん妻」で合評会を行いました。

さきがけブックレットより上梓された本書は、

干拓前から干拓後まで確認されたすべての魚介

類130種を紹介した初めての図鑑です。

本会幹事でもある著者の杉山秀樹先生は、

秋田県そして八郎潟・八郎湖の魚類研究の第

一人者ですが、本書は単なる魚類図鑑に止ま

らず、その魚が「いつどこにいたのか」、「今は

どうなっているのか」という視点から書かれて

いることが大きな魅力です。

当日の参加者は会員のみ１０名でしたが、そ



れぞれの観点から率直に感想を語り合いまし

た。本書がたいへんな労作であり、手軽なサイ

ズの本ながら、内容の充実した貴重な資料で

あること、また、巻末には八郎潟・八郎湖の魚

の詳細なリストや参考文献、索引も完備してお

り、今後の研究者にとっても第一級の価値を有

することなどが語られました。

とりわけ、本会幹事で秋田県立大学教授の

高橋秀晴氏が語った「この６０年間の八郎湖の

歴史や現実が魚類の視点から見事に語られて

いる本である」という言葉に、参加者一同深く

納得しました。

本書には興味

深い魚（コイ、

ウナギ、ブラック

バス他）の話、

絶滅した魚、菅

江真澄が見た魚、

潟の食文化など

の興味深い話題

も満載です。

まだご覧になっ

ていない方はぜ

ひ一度手に取り、

ご活用いただきたいと思います。お求めは書店

かインターネットで。価格は1,300円(税別)とな

っています。

「潟の思い出を語る会」を開催
昨年１２月１日（日）に、潟上市天王の寺院

「自性院」で「潟の思い出を語る会」を開催

しました。当日は時折師走の冷たい雨が降る肌

寒い一日でしたが、事前申し込みの方に加え当

日参加希望された方々も多数来場し、３０名を

越える参加者による、熱気に満ちた会となりま

した。

この企画は、自性院の住職、鈴木道雄さん

が中心となって昨年春に出版された、「八郎潟

潟語り」の著者の皆さんを囲んで、かつての

八郎潟の思い出を自由に語り合う目的で実施さ

れたものです。懐かしい干拓前の八郎潟の写

真やイラストがふんだんに載ったこの本は、住

職の鈴木さんが２５年間連載してきた寺報の記

事をまとめて出版したもので、当日は鈴木さん

のほか、写真を提供した児玉英逸さん、本にも

登場する潟船保存会会長の石川久悦さんにも登

場していただきました。

午後１時３０分から始まった会では、はじめに

前述のお三方から、出版に至るまでのさまざま

ご苦労や意外なエピソードなどをお聞きするこ

とができました。

休憩後は「潟の思い出を語り合おう」という

ことで、各参加者から「自分と潟とのかかわり」

など、潟にまつわる多彩な話題が出されました。

参加者には、かつての八郎潟を知る年代の皆

さんだけでなく、干拓後の八郎湖の姿しか知ら

ない世代の方々もいて、いろいろな視点から八

郎湖についての興味深い話が次々と出され、

心和むひとときとなりました。話し合いは、終

了予定の午後４時をオーバーするほどで、今な

お八郎潟や八郎湖に深い関心をもつ方々が多

いことを実感しました。

この会の様子は後日秋田魁新報等でも報道

されましたが、当日の参加者の熱気を今後の

本会の活動に生かしながら、八郎湖に関心をも

つ方々の輪を広げていきたいと思いました。



「ミニ研究会」を開きました
「『八郎太郎伝説の謎に迫る』～北東北に広

がる伝説と太郎の宿～」というテーマで、昨年

１１月１２日の午後、秋田県立大学秋田キャンパ

スで本会主催のミニ研究会を開催しました。

講師は１５年以上にわたって「八郎太郎」に

ついてのフィールドワークを続けておられる、

男鹿市在住の永井登志樹さんです。当日は会

員中心の研究会ではありましたが、２０人ほど

の会員が熱心に永井さんの講演に耳を傾けまし

た。

講演は、丹念に現地に足を運んで研究を重

ねてこられた方ならではの、写真をふんだんに

用いた内容で、聴講している側も現地に立って

いるかのような臨場感あふれるものでした。

３時間近くに及ぶ講演では、初めて耳する事

柄が多く、改めて八郎太郎伝説の地域性の広

さと奥行きの深さを知ることができました。

地域性で言えば、旧南部藩領である青森県

東部から岩手県北部、そして秋田県鹿角地方に

残る伝承の多さには驚かされました。青森県の

八戸市周辺では「八太郎」や「八の太郎」と

本会の谷口会長(右)と講師の永井さん

呼ばれて定着していることや、十和田湖をめぐ

って争った南祖坊への信仰が篤いこと、江戸時

代後期に書かれた菅江真澄による十和田湖等

の記述から読み解ける事柄など興味は尽きま

せんでした。

また、青森県では旧津軽藩領である五所川

原市や黒石市、西目屋村などにも伝承が残さ

れていることで、北東北全域に広がりをもつ、

このテーマのスケールの大きさを実感しました。

この伝説の根拠となった事象は何かという疑

問も湧きますが、その一つとして今から１０００

年前の平安時代に起こった「十和田湖の噴火

活動」が紹介されました。噴火による火砕流堆

積物が米代川流域に大規模な土砂災害をもた

らした歴史が八郎太郎の伝説を生み出したので

はないかというのです。伝説の奥行きを感じさ

せるお話でした。

一般に流布している伝説では、八郎太郎は

毎年冬を越すために、凍らない湖である田沢湖

に出かけることになっていますが、実際に田沢

湖に向かう太郎を宿泊させたという家が、まだ

何軒も残っているという事実にも驚きました。

宿泊の御礼として、太郎から薬の製法を伝授さ

れたという家があり、その薬も実在することが

不思議でなりませんでした。

八郎潟・八郎湖

には、過去から現

在に至る信仰にも

似た人々の思いが

脈々と受け継がれ

ていることをひしひ

しと感じたミニ研究

会となりました。次回の現地セミナーでさらに

掘り下げたいと思いますのでご期待ください。

八郎が伝えたという目薬



八郎潟の風物詩「うたせ舟」が
運行されました

八郎潟の風物詩「うたせ舟」が令和元年８月

１８日に、８年ぶりに運行されました。これは八

郎潟町観光協会が主催する「全日本野鯉・鮒

釣り大会」が節目の３０回を迎える記念行事とし

て実施したものです。

当日は快晴に恵まれ、絶好の運行日和とな

りましたが、午前午後に２回ずつ計画された参

観遊覧船の運航は、残念ながら「うたせ舟」

の帆柱が折れたことから、午前11時に出港した

グループだけが、優雅に白帆を張って漁をする

様子を参観しただけで、他のグループはその

雄姿を見ることはできませんでした。

午後の参観グループに入っていた本会事務

局の２名は、帆を張る「うたせ舟」はカメラに

収められなかったものの、八郎湖を疾走する遊

覧用の舟から、現在の八郎湖の眺望を楽しむこ

とができ、たいへん有意義でした。

また、遊覧中の船内では、午前中のうたせ

舟漁で獲れたシラウオの試食もあり、新鮮な珍

味に舌鼓を打ちました。

今後「うたせ

舟」が運行され

る機会はなかな

かないと思われ

ますが、参観希

望者が多数のた

め抽選で乗船者

を決めたことから

も、八郎湖や「うたせ舟」に関心をもつ方々が

たくさんおられることを実感した一日でした。

帆柱が折れ、白帆をたたんだうたせ舟

うたせ舟で漁獲されたワカサギ

◇ 今後の事業予定 ◇

○２０１９年度の事業として計画していた「現地

セミナー『八郎太郎伝説の魅力 再発見』」

は、新型コロナウイルスの状況を見極めつつ

講師の日程調整ができ次第チラシを作成し、

会員の皆様や前回申込みをいただいた方々

にお知らせして実施する予定です。

○３月中に開催する予定であった通常総会は、

現状では開催の見通しが立っていません。こ

ちらも状況を見ながら、なるべく早い時期に

開催したいと考えております。見通しとしては

５月以降にずれ込むことも予想されますが、

会員の皆様にご案内を差し上げた際はぜひ

ご参加ください。

会員を募集しています

会員には通信を定期的にお届けするほ

か、各種イベントの案内、主催イベント参

加費の軽減などの特典があります。

○正会員………３,０００円

○団体会員……５,０００円

○賛助会員 …１０,０００円

（会費はいずれも年会費です）

◎申込について

郵便局と秋田銀行に振込口座を用意して

います。口座番号が印刷された郵便局の

振込用紙もありますので、事務局までメー

ル等でお問い合わせください。

～八郎潟・八郎湖に関心のある皆さん

ぜひ仲間に加わってください～
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